
今福線研究分科会の来し方・行く末 

村 上 英 明 

１、はじめに 

   今福線研究分科会が実際に始まったのは、２０１０年（平成２２年）９月２

３日の打合せからであるので、昨年までで満５年活動を続けてきたわけである。 

ここらで我々のこの５年間の活動を一度、振り返ってみて、今後を展望して

みるのも意味があろうと考えて、まとめてみることにした。 

２、今福線と研究分科会 

今福線とは、幻の

広浜鉄道（広島と浜

田をつなぐ）の一部

である。 

ご存知のように、

広島駅から三段峡

まではＪＲ可部線

が開通していた。今

日では広島駅から

可部駅までは都市

近郊線として電車

の本数も多いが、可

部駅から三段峡駅

までの間は、採算不

良のため２００３

年１２月に廃止さ

れて現在に至って

いる。 

今福線は、まず戦

前に山陰線の下府

（しもこう）駅から

三段峡駅までの鉄

道を建設すべく計

画し、国鉄により建

設工事が始められ

たが、戦争突入に伴

い資金不足のため 

建設の中途で工事      図－１、今福線（新線）路線概略図 

中止された。 
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戦後になり、この路線の工事を鉄道建設公団が再開することになったが、新

しい規格の急行列車を通すためには旧線は線形が悪かったので、浜田駅から途

中の今福までを新線として建設することになった。 

そしてレール敷設まであと一歩という段階にまで出来上がったが、国鉄の赤

字のため工事が中止されてまった。 

戦前に一部出来ていた路線を旧線と呼び、戦後にできた線を新線と呼んでい

るが、今福で旧線と新線は合流し一本となる。旧線も新線も共に完成を目前に

中止されたままになってしまった、まことに数奇な運命の未成線である。 

旧線の着工は１９３３年（昭和８年）、新線の中止は１９８０年（昭和５５年）

だったから、休止期間を挟みながら実に５７年もの間の歴史がある。 

出来上がった多くのトンネルや橋梁は、現在も使われることなく幻の鉄道遺

構となって忘れ去られ、山の中や道路わきに眠っている。 

そこで我々は今福線の遺構を調べ、何らかの社会的な光を当てたいと考えて、

島根県技術士会として今福線研究分科会を発足させた。 

３、初回打合せ 

２０１０年（平成２２年）９月２３日、出雲市内の㈱コスモ建設コンサルタ

ントにおいて、初回打合せを行った。概要は次のとおりである。 

出席メンバー ； 嘉藤太史（分科会長）ほか９名 

分科会の目的 ； ①遺構の保存 

                  ②地域資源としての利用方法を検討する 

   その方法      ；  ①今福線の勉強 

②地域活動への参加等 

③当会としての提案 

・観光財産としての掘り起こし 町おこし 

 ・散策道としての整備 

 ・遺構の保存方法    土木的 

 ・情報発信     ・ルートの復元 等 

４、予備調査と本調査 

全メンバーで現地を本調査   

する前に、少人数で予備調査を 

行い、次いで本調査を行うこ 

とにした。   

最初の予備調査は、２０１０

年（平成２２年）１０月２３日

に４名で、本調査は同年１１月

２０日に８名で行った。予備調

査は地元の会員が日帰りで、本

調査は会員のほとんどが参加して  写真－１、 第一回本調査メンバー 
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１泊２日で行うことにした。 

初年度以降にも、必要に応じ

て予備調査を行い、毎回、それ

までに行っていない区間を選ん

で踏査した。現場は数十年に渡

って人々から忘れられ放置され

たままになっており、路線敷に

は雑木が生い茂り、ナタで切り

開きながら行かなければならな

いところもかなり多く踏査には

時間がかかった。         写真－２、藪になっている路線敷

もちろん作業服に長靴、ヘル 

メットの装備は欠かせなかった。トンネルに入るためには各自が懐中電灯を携

行しなければならなかったし、熊に遭遇するのを避けるため熊鈴を腰につけカ

ランカラン鳴らしながら歩いた。 

事前に設定した日程を変更することはできなかったため、全員がカッパを着

て雨の中を現場に入った日も少なくなかった。 

こうして本調査は、時には地元の方を混じえて必ず年１回以上は実施してき

た。そしてこの５年間で今福線の旧線・新線の土工区間とトンネル、橋梁区間

のほぼ全線を踏破した。 

５、現場の概況 

今福線の遺構の大半は、県道

や農道に意外に近い山の中にあ

った。 

橋梁は上部工が架けられてい

たり、あるいは架けられないま

まに橋脚だけがツタにからまれ

て立っていたりした。 

トンネルは山の中では入口が

閉鎖されることもなく虚ろに坑

口を空けていたり、例え閉鎖さ

れていても、入口の柵は朽ちて   写真―３、放置された橋梁とトンネル 

荒れ放題になっていた。それで 

もトンネルの巻き立てのコンクリートの劣化はほとんどなく、危険な箇所はな

かった。 

橋梁の上部工には、スズメバチの大きな巣がつくられているのもあった。 

人家に近いところでは現在でも、路線敷が農道として使われているところや、

拡幅改良して県道になっているところも少しはあるが、大半は全く利用されず

に放置されているところが多い。 
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６、地元への働きかけ 

この最初の本調査で不思議な

現象が起きる場所を発見した。

この分科会活動は、当初から地

元地域との連携は必要になると

考えていたので、その晩のミー

ティングで、この現象を地元が

知らなければ、これを観光の名

所にしようと話し合った。  

そのためには面白い名称をつ

けようということになり、和田    写真―４、おろち鳴きを発見

浩さんの考えた「おろち鳴き」 

と命名することにし、さっそく

メンバーのうちから大畑富紀さ

んが地元へ話しに行くことを決

定した。数日後に地元の代表者

へ話してみると、知られていな

いらしいことがわかった。 

これを切っ掛けにして地元と

の初めての懇談会を開催するこ

とになった。佐野町の集会所で

２０１１年（平成２３年）１１   写真―５、地元代表者との懇談会

月１９日に、スーパー・ソバリ 

エの小村晃一さんの蕎麦を提供して我々の活動をアピールし、地元側と連携で

きるようにと意図したのである。 

この懇談会の場では、すぐに地元側の協力が得られることにはならなかった

が、しばらくして、懇談会の出

席者の中から強い協力者が現れ

た。そして県道脇から「おろち

泣き」の現場まで、我々が提案

した案内看板が地元の手で設置

された。それだけに留まらず、

その橋梁に新たに「おろち泣き

橋」と命名し、それを表示した

標柱までが建てられた。 

こうしていよいよ我々の分科      

会と地元との共同が始まり、現

在まで途絶えることなく続いて     写真―６、設置された標柱

いるのである。               
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７、マップの作成と公開 

   分科会活動を続けている間に、 

世間には鉄道の廃線マニアある 

いは未成線マニアといわれる人 

々がいて、今福線の現場にもこう 

した人々が時々は訪れているこ 

とがわかった。ところが他所の路 

線とは違って、今福線では公開さ 

れている地図はほとんどないた 

め、訪れる人々には非常に不便で 

あることがわかった。          写真―７、今福線マップ

そこで２０１２年の分科会活動 

の計画に、地図を作成することを決定し、小村晃一さんを中心に作成を始め、 

２０１３年度末に一応できあがった。それを島根県技術士会のホームページの 

今福線分科会のページで公開を始めた。 

 このマップに対する反響は大きく、地元や浜田市役所から追加記述や修正の 

要請が相次いでおり、完成度を高める進化の最中である。 

 これを島根県ふるさとフェア事業に応募したところ、認められてこの地図を

６，０００部も印刷することができた。島根県技術士会にも１，０００部が届

けられることになっている。まもなく県内の要所々々に並べられるはずである。 

８、浜田市からの要請 

地元側との共同関係は、その後も広がりをみせ、我々分科会の本調査には、 

年々地元側からの参加者が増え、技術士の会員も増え続けている。 

地元側との関係が深まるなか、和田 浩さんや大畑富紀さんの勤める㈱ウエ

スコ浜田支店が、自然に今福線分科会の基地になっていったが、ここに２０１

４年（平成２６年）１月に浜田市役所から今福線について話を聞きたいという

要請が入った。 

同年２月１３日に、嘉藤太史ほか５名の分科会会員が浜田市役所の会議室に

出かけたところ、久保田章市市長はじめ関係部長が待ち受けておられ、我々の

現況説明を聞かれた。そのあと、地域お越しに今福線を取り上げたい、まず全

国から３００名を集めるシンポジウムを開きたいので、協力してもらいたいと

の話があった。我々分科会としては、即座に協力すると快諾した。 

シンポジウム開催は、今年（２０１５年）８月と決まった。その後、浜田市

からの呼びかけで、地元側の協力体制も整った。 

そして、何度も打合せ会や現地での検討会が開かれ、その度に我々の分科会

も出席し意見を求められている。 

シンポジウムで大勢の参加者を現地案内するばかりでなく、今福線の遺構を

一般の人々にも訪れてもらうようにするために、現地の案内看板や安全施設の

整備と駐車場の設置が必要になる。浜田市ではかなりな予算を計上して、これ
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らの整備に取り組んでいる。 

我々の出番は、今後も増えていくことになる。 

９、当分科会の今後の展望 

  現在は、今年夏に開催されるシ

ンポジウム準備に忙しくしてい

るが、シンポジウムが終っても、

多くの課題が残っている。 

例えば公開中のマップには、更

に便利に使えるようにするため

に、追加記載や修正の要求が内外

から挙がっている。これには応え

なければならない。       写真―８、浜田市・地元との現地検討会 

シンポジウムを切っ掛けとして 

今福線は世間の注目を浴びると思われるが、これに詳しい団体としては、当分

科会に換わるものはないので、今後も世間から現地案内や関連資料を求められ

る機会も増えるにちがいない。これにも応えなければならないだろう。 

今まで我々は、今福線を調べ資料も蓄積してきたが、これを体系だてまとめ

ることはできていない。 

外部からの要請に応えるためにも、我々の活動の記録としても、これらの資

料をまとめて冊子にする仕事は必要になるだろう。 

さて、テレビの放映も数回あったが今福線が世間一般に知られるようになっ

ても、この分科会の目指すところは未だ道半ばである。遺構をどう保存するの

か、観光やイベントでの利用だけでなく、今福線の遺構を古酒の貯蔵場所とす

るなど産業への利用や、科学実験場・試験場としての利用も提案してきた。そ

の橋渡し役としての仕事も残っている。 

先日、地元の事情通の人から「今福線を浜田高校の卒業生が研究しているら

しい。」と聞いた。よく聞いてみると我々の分科会のことであった。この分科会

には浜田高校の卒業生が数人いるには違いないが、「島根県技術士会今福線研究

分科会」の名称も実態もほとんど知られてはいないことがわかって愕然とした。 

江津市松平町では、先に我々が取り組んだ「島根田舎ツーリズム」により技

術士会の名前は、かなり浸透しているのに較べると、浜田市内ではまだまだで

ある。今後の活動を通して、島根県技術士会の名称と実態が知られるようにし

なければならない。 

幸いにして、この分科会の会員数は増え続け、若い会員、官公庁・NPO 法人

に在職している会員も増えており、意気も盛んである。今後も今福線研究分科

会は、いっそう活動の幅を広げ、存在価値を高めて行くに違いないと思う。 

                               以上。 
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